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Ⅱ 沿革・組織 

 

１ 埼玉県農業技術研究センターの沿革 

 

明治33年 埼玉県立農事試験場を玉井村（現熊谷市）に創設 
大正 2年 養蚕部門を分離独立し、原蚕種製造所を設置 
  10年 本場を浦和町（現さいたま市）に移転し、農事試験場を玉井種芸部と改称 
       越谷園芸部を南埼玉郡越谷町（現越谷市）に設置 
  11年 原蚕種製造所を埼玉県蚕業試験場と改称 
昭和 3年 茶業研究所を入間郡豊岡町（現入間市）に創設 
     埼玉県種畜場を大宮町（現さいたま市）に創設 
   5年 入間川園芸部を入間郡入間川町（現狭山市）に設置 
   8年 農事試験場本場を上尾市に移転 
  23年 種畜場を大里郡小原村（現熊谷市）に移転し、跡地に埼玉県家禽普及指導所を設置 
     農事試験場秩父試験地を秩父郡秩父町（現秩父市）に設置 
  25年 農事試験場を埼玉県農業試験場と改称 
     茶業研究所を合併して農業試験場茶業支場と改称 
  26年 埼玉県水産指導所を加須市に創設 
  29年 茶業支場を茶業研究所として独立 
  32年 埼玉県林業試験場を寄居町に創設 
     水産指導所を埼玉県水産試験場と改称 
     埼玉県水産試験場熊谷養鱒試験地を熊谷市に創設 
  34年 家禽普及指導所を埼玉県種鶏場と改称 
  36年 種畜場を埼玉県畜産試験場と改称 
     農業試験場経営部を入間郡鶴ヶ島町（現鶴ヶ島市）に設置 
  38年 種鶏場を廃止し、埼玉県養鶏試験場を日高町（現日高市）に設置 
  40年 農業試験場を熊谷市に移転 
     園芸部を分離独立して埼玉県園芸試験場を設置 
  46年 茶業研究所を埼玉県茶業試験場と改称 
  48年 経営部を農業試験場に統合、鶴ヶ島試験地として改称 
  49年 埼玉県花植木センターを深谷市に創設 
  51年 水産試験場熊谷養鱒試験地を水産試験場熊谷支場と改称 
平成 9年 畜産試験場に養鶏試験場を統合し、埼玉県畜産センターと改称 
  10年 埼玉県蚕業試験場を廃止 
  12年 試験研究機関を統合し、埼玉県農林総合研究センターとして発足 
     （農業試験場を農林総合研究センター（本所）とし、他の試験場を支所に変更） 
  15年 支所を研究所に名称変更、植木支所を園芸研究所植木担当に統合 
  16年 農林総合研究センター熊谷試験地（旧水産試験場熊谷支場）を廃止 
  18年 本所機能（熊谷市久保島）、森林研究所（寄居町）、園芸研究所植木担当（深谷市）を 
     江南町須賀広（現熊谷市）に移転 
     森林研究所と植木担当を統合し、森林・緑化研究所長（職制）を設置 

畜産研究所長（職制）を設置 
     水田農業研究所を熊谷市久保島に設置 
  20年 旧深谷試験地（園芸研究所植木担当）跡地を深谷市へ貸与 
  27年 本所に水田農業研究所、園芸研究所を統合し、埼玉県農業技術研究センターとして発足 
     併せて、玉井試験場、久喜試験場と改称。鶴ヶ島試験地を廃止。森林・緑化研究所は寄 
     居林業事務所内へ移転。茶業研究所、水産研究所は単独研究所として発足 
 

 
２ 土地（平成 27 年 4 月 1 日現在） 
                    単位：㎡  

区   分 本    所 (旧秩父試験地) 玉井試験場 久喜試験場 （旧鶴ヶ島試験地） 

試 験 ほ 場 等 ※   67,675  22,943 154,382  81,300  26,310 

建物施設道路等 191,361    5,391   7,168  46,440  17,083 

総 面 積 259,036  28,334 161,550 127,740  43,393 

※畑、水田、飼育池、放牧用地、試験林、採種ほ等 
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３ 埼玉県農業技術研究センターの組織図（平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

 

４ 職員数（現員：平成27年4月1日現在） 

担     当 
職    員    数 

研究職 行政職 技能職 非常勤 合  計 

企画担当 5 
 

    5 

総務担当   12(4) 2(1)   14(5) 

生産環境・安全管理研究担当 15   6(1) 1 22(1) 

品種開発・ブランド育成研究担当 18   20(3) 2 40(3) 

高度利用・生産性向上研究担当 19   11(4) 2 32(4) 

農業革新支援担当   12     12 

計 57 24(4) 39(9) 5 125(13） 

（）は再任用で内数 

 

 

企画担当(4) 

鳥獣害防除研究(3)<秩父> 

総務部(12) 

環境安全研究(10) 

病害虫防除技術研究(7) 

水稲研究(6) 

遺伝子情報活用研究(4) 

[品種開発・ブランド育成研究担当] 

野菜研究(4) 

種畜生産研究(24) 

水田高度利用研究(8) 

高収益畑作研究(8) 

施設園芸先端技術研究(10) 

果樹研究(4)<久喜> 

農業革新支援担当(9) 

所 長 

 

[生産環境・安全管理研究担当] 

副 所 長 

副 所 長 

副 所 長 

室  長 

室  長 

室  長 

[高度利用・生産性向上研究担当] 

副 所 長 室  長 

副 所 長 部  長(2) 


